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数
理
を
医
療
に
応
用
す
る

個
別
化
精
神
医
療
の
実
現

難
治
性
膵
疾
患
の
克
服
目
指
す

植
田 

琢
也
　
教
授

保
健
学
専
攻
画
像
診
断
学
分
野

1994年 千葉大学医学部卒業
　　　 同大附属病院入局
　95年 筑波大放射線医学講師
　97年  スタンフォード大学放

射線科 客員講師
2009年  千葉大附属病院放射線

科講師
　11年  聖路加国際病院放射線

科医官
　15年  千葉メディカルセンター

放射線科部長
　18年  東北大学病院放射線科

准教授
　　　  同大学大学院医学系研

究科保健学専攻画像診
断学分野教授

　

私
は
１
９
９
４
年
に
千
葉
大

学
を
卒
業
後
、
伊
東
久
夫
前

教
授
の
も
と
千
葉
大
学
病
院

放
射
線
科
に
入
局
し
、
画
像
診

断
医
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
当
時
は
画
像
診

断
の
活
気
あ
ふ
れ
る
発
展
・
円

熟
期
に
あ
た
り
、
画
像
診
断
機

器
装
置
が
め
ま
ぐ
る
し
く
進
歩

し
て
い
る
最
中
。
常
に
新
し
い

刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
恵
ま
れ

た
環
境
で
仕
事
が
で
き
た
の
は

幸
せ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
現

在
の
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な

っ
て
い
る
医
療
分
野
と
数
理

分
野
の
協
働
研
究
に
お
い
て
、

２
０
０
０
年
頃
よ
り
千
葉
大
学

数
理
学
科
の
水
藤
寛
助
手
（
現

在
、
東
北
大
学
材
料
科
学
高
等

研
究
所
教
授
）
と
血
流
の
研
究

を
始
め
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。

　

２
０
０
５
年
か
ら
は
筑
波
大

学
附
属
病
院
放
射
線
科
に
講
師

と
し
て
赴
任
し
、
南
学
教
授
の

も
と
、
主
に
体
幹
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を

中
心
と
し
た
臨
床
・
研
究
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
南
教

授
の
ご
紹
介
で
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
に
客
員
講
師
と
し
て
赴

任
し
心
臓
血
管
領
域
の
画
像
診

断
を
専
門
と
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で

は
、
豊
富
な
大
動
脈
疾
患
の
症

例
を
経
験
し
た
こ
と
は
私
の
大

き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
世
界
中
か
ら
一
流
の
医
師

が
集
ま
る
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
は
、
各
国
間
の
治
療
や
診

断
に
対
す
る
考
え
方
の
差
、
世

界
の
医
療
の
多
様
性
（
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
ー
）
を
肌
で
感
じ
る

非
常
に
貴
重
な
場
で
あ
り
ま
し

た
。

富
田 

博
秋
　
教
授

精
神
神
経
学
分
野

　

医
学
生
時
代
、
縁
が
あ
っ
て

精
神
科
病
院
で
入
院
し
て
い
る

子
ど
も
達
に
勉
強
を
教
え
る
ア

ル
バ
イ
ト
を
す
る
機
会
が
あ

り
、
そ
の
中
で
精
神
医
療
に
は

取
り
組
む
べ
き
課
題
が
多
く
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
当
時
一
般

に
「
精
神
病
＝
分
か
ら
な
い
病

気
」
と
い
う
感
覚
が
あ
り
、
精

神
疾
患
の
病
態
の
理
解
が
進
ま

な
い
と
、
医
療
も
変
わ
ら
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
岡
山
大
学
で
精
神

科
医
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
受
け
、
モ
デ
ル
動
物
研
究
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
頃
、

世
界
で
は
神
経
伝
達
物
質
受
容

正
宗 

淳
　
教
授

消
化
器
病
態
学
分
野

1990年 東北大学医学部卒業
　　　  福島県厚生連白河厚生

総合病院医員
　92年  東北大学大学院医学系

研究科入学
　93年  ワシントン大学病態生

物学教室
　96年  大蔵省（現：財務省）
　　　  仙台国税局診療所内科

医師
　99年  東北大学医学部附属病

院　第3内科助手
2003年  同大学医学部附属病院

消化器内科　院内講師
　11年  東北大学大学院医学系

研究科消化器病態学分
野准教授

　17 年  同大学病院特命教授・
消化器内科科長

　18年  同大学大学院医学系研
究科

　　　  消化器病態学分野　　
教授

　

診
断
か
ら
治
療
ま
で
自
分
自

身
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
魅
力
に
ひ
か
れ
、
消
化
器
内

科
を
選
択
し
ま
し
た
。
研
修
中

に
、
今
以
上
に
暗
黒
の
臓
器
で

あ
っ
た
膵
臓
を
研
究
し
て
み
た

い
と
い
う
想
い
を
持
ち
、
以
来

消
化
器
内
科
の
中
で
も
膵
臓
を

専
門
と
し
て
い
ま
す
。
入
局
当

時
の
膵
臓
グ
ル
ー
プ
で
は
、
下

瀬
川
徹
先
生
が
米
国
留
学
か
ら

帰
国
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
海
外

に
負
け
な
い
一
流
の
研
究
を
し

よ
う
と
意
気
込
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。
活
気
あ
る
教
室
で
研
究

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

膵
炎
、
膵
が
ん
に
代
表
さ
れ

る
難
治
性
膵
疾
患
の
克
服
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
で
す
。
厚
生
労
働
省
難
治
性

膵
疾
患
に
関
す
る
調
査
研
究
班

の
事
務
局
責
任
者
と
し
て
、
膵

炎
の
全
国
疫
学
調
査
に
よ
る
実

態
解
明
や
患
者
数
推
計
、
ア
ル

コ
ー
ル
性
膵
炎
の
性
差
、
低
用

量
ス
テ
ロ
イ
ド
を
用
い
た
自
己

免
疫
性
膵
炎
に
対
す
る
維
持
療

法
の
有
用
性
に
関
す
る
無
作
為

ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
な
ど
、

数
多
く
の
臨
床
研
究
を
行
い
ま

し
た
。
他
に
も
、
膵
炎
の
感
受

1989年  岡山大学医学部卒業同
大学神経精神医学教室
入局

　95年  同大学大学院医学研究
科修了

　　　 兵庫県高岡病院
　97年  長崎大学医学部人類遺

伝学教室
2000年  カリフォルニア大学アー

バイン校医学部
　　　 精神医学講座・生理学講座
　06年  東北大学大学院 医学系

研究科 精神・神経生物
学分野准教授

　12年  同大学災害科学国際研
究所災害精神医学分野

　18年  同大学大学院医学系研究
科 精神神経学分野教授

　　　 同大学病院精神科長

野
は
、
純
粋
数
学
・
統
計
学
・

流
体
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
幾

何
学
な
ど
非
常
に
多
岐
の
分
野

に
わ
た
り
、
様
々
に
優
れ
た
手

法
を
も
つ
数
理
学
者
の
方
が
多

数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
分
野
か
ら
医
療
の
各
分

野
に
応
用
可
能
な
手
法
を
発
掘

し
、
医
学
と
結
び
つ
け
て
い
く

こ
と
で
、
医
学
の
発
展
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
１
月
よ
り
高

瀬
圭
教
授
の
も
と
、
東
北
大

学
病
院
放
射
線
診
断
科
へ
着

任
し
東
北
大
の
一
員
と
な
り
、

２
０
１
８
年
９
月
１
日
よ
り
保

健
学
専
攻 

画
像
診
断
学
分
野 

教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
２
０
１
０
年
よ
り
、
科

学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

か
ら
戦
略
的
想
像
研
究
推
進
事

業
（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
）
を
受
諾
し
、

数
理
分
野
と
医
療
分
野
の
橋
渡

し
を
す
る
協
働
研
究
を
積
極
的

に
進
め
て
き
ま
し
た
。
数
理
分

価
や
精
神
疾
患
の
個
別
化
医
療

を
行
う
た
め
の
技
術
開
発
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
皆
様
に
支
え
ら
れ
刺

激
に
み
ち
た
キ
ャ
リ
ア
を
送
ら

せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、
次
は

若
い
世
代
の
皆
様
が
活
き
活
き

と
キ
ャ
リ
ア
を
築
く
こ
と
が
で

き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
で
少
し
で
も
恩
返
し
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

脳
組
織
の
網
羅
的
遺
伝
子
発

現
解
析
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
、
東
北
大
学
に
着

任
し
研
究
を
継
続
す
る
中
、
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し

た
。
精
神
科
医
と
し
て
被
災
地

域
の
救
援
活
動
に
当
た
る
中

で
、
公
衆
衛
生
学
の
先
生
方
と

被
災
地
域
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
実
態
の
把
握
の
た
め
の
調
査

研
究
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
２
０
１
２
年
か
ら
は
、
現

在
も
兼
務
し
て
い
る
災
害
科
学

国
際
研
究
所
、
東
北
メ
デ
ィ
カ

ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
機
構
で
、
災

害
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
一
人
一

人
の
体
質
に
あ
わ
せ
て
精
神
疾

患
の
予
防
や
治
療
を
行
え
る
よ

う
な
個
別
化
医
療
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
来
て
い

ま
す
。

　

精
神
神
経
学
分
野
で
は
、
学

内
の
研
究
体
制
や
地
域
の
医
療

保
健
機
関
と
連
携
し
、
生
体
試

料
の
網
羅
的
分
子
解
析
、
バ
イ

オ
セ
ン
シ
ン
グ
や
人
工
知
能
技

術
を
用
い
て
、
比
較
的
小
さ
な

生
体
指
標
の
効
果
の
組
み
合
わ

せ
で
精
神
疾
患
の
病
態
を
説
明

し
、
精
神
疾
患
病
態
の
客
観
評

体
遺
伝
子
の
単
離
、
精
神
疾
患

家
系
で
の
連
鎖
解
析
研
究
や
ヒ

ト
ゲ
ノ
ム
計
画
の
開
始
等
の
こ

と
が
相
次
ぎ
、
ど
う
し
て
も
精

神
疾
患
の
ゲ
ノ
ム
研
究
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
長

崎
大
学
人
類
遺
伝
学
教
室
が
引

き
受
け
て
下
さ
り
、
医
局
か
ら

の
ご
理
解
も
頂
い
て
遺
伝
性
疾

患
の
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
ロ
ー

ニ
ン
グ
、
そ
の
後
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
ア
ー
バ
イ
ン
校
精

神
医
学
講
座
に
異
動
し
て
、
精

神
医
療
・
医
学
の
発
展
を
願
い

ご
遺
族
か
ら
ご
寄
付
頂
い
た

姿
勢
は
、
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ

留
学
、
国
際
共
同
研
究
の
基
盤

に
な
る
と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ

な
方
々
と
の
”
ご
縁
“
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
海
外
留
学
を

希
望
す
る
日
本
研
究
者
が
減
少

の
一
途
を
た
ど
る
現
在
、
ぜ
ひ

と
も
若
い
う
ち
に
外
に
目
を

向
け
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

性
遺
伝
子
の
網
羅
的
解
析
や
、

膵
が
ん
、
慢
性
膵
炎
に
み
ら
れ

る
特
徴
的
病
理
所
見
で
あ
る
膵

線
維
化
の
分
子
機
序
を
、
コ
ラ

ー
ゲ
ン
産
生
を
担
う
膵
星
細
胞

に
注
目
し
て
、
ま
た
遺
伝
子
改

変
動
物
を
用
い
た
病
態
解
明
や

治
療
法
開
発
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
研

究
は
最
初
か
ら
狙
っ
て
い
た
も

の
で
は
な
く
、
偶
然
の
産
物
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
し
た
。
膵

星
細
胞
研
究
も
、
膵
導
管
細
胞

株
を
樹
立
し
よ
う
と
い
う
不
成

功
に
お
わ
っ
た
研
究
の
中
で
、

コ
ン
タ
ミ
し
て
い
た
線
維
芽
細

胞
に
気
づ
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
膵
炎
関
連
遺
伝
子

研
究
は
、
大
学
院
入
学
当
初
に

実
験
手
技
の
習
得
に
内
地
留
学

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
病
態
代
謝

学
（
現
在
の
遺
伝
病
学
）
に
お

け
る
フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症
患

者
さ
ん
の
遺
伝
子
解
析
が
基
盤

と
な
り
ま
し
た
。

　

医
学
生
時
代
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
時
間
が
で
き
る
と
国

内
外
の
旅
行
ば
か
り
し
て
い
ま

し
た
。
外
に
出
て
い
く
と
い
う

新
任
教
授
紹
介

今
年
度
の
5
月
ま
で
に
教
授
に
就
任
さ
れ
た
先
生
方
の
内
、3
名
の
方
に
専
門
分
野

や
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。


